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に
関
す
る
方
針
を
包
括
的
に
示
し
た
同
ビ
ジ
ョ

ン
の
中
で
福
田
前
首
相
が
環
境
税
の
検
討
を
指

示
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
長
年
、
環
境
省
の
天
敵

だ
っ
た
経
済
産
業
省
も
な
か
な
か
表
立
っ
て
は

「
Ｎ
Ｏ
」
と
は
言
え
な
い
状
況
が
で
き
あ
が
っ
た
。

　

斉
藤
環
境
相
は
08
年
９
月
、
中
央
環
境
審
議

会
（
中
環
審
）
に
「
グ
リ
ー
ン
税
制
と
そ
の
経

済
分
析
等
に
関
す
る
専
門
委
員
会
」
を
設
置
、

12
月
の
政
府
税
制
調
査
会
を
経
て
、
国
会
の
予

算
審
議
に
乗
せ
よ
う
と
し
て
い
る
。

　

09
年
４
月
、
本
当
に
「
ガ
ソ
リ
ン
税
衣
替
え

の
環
境
税
」
が
生
ま
れ
る
か
は
「
50
：
50
」（
斉

藤
環
境
相
）。決
し
て
高
く
な
い
確
率
だ
が
、
以

前
な
ら
環
境
税
が
国
会
で
通
る
確
率
を
環
境
相

が
口
に
す
る
こ
と
す
ら
考
え
ら
れ
な
か
っ
た
。

い
ま
、
そ
れ
だ
け
環
境
省
内
の
期
待
が
高
ま
っ

て
い
る
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
る
。

「
炭
素
税
の
導
入
に
は
５
年
は
か
か
る
」

　

だ
が
、
た
と
え
ガ
ソ
リ
ン
税
の
一
部
が
衣
替

え
さ
れ
て
新
し
く
「
環
境
」
と
い
う
名
目
が
付

い
た
税
が
で
き
よ
う
と
も
、
そ
れ
は
欧
州
で
育

ま
れ
て
来
た
「
炭
素
税
」
や
、
環
境
省
が
提
唱

 「
こ
の
国
に
は
『
環
境
』
の
名
称
が
入
っ
た
国

税
は
な
い
。
そ
れ
が
来
春
導
入
で
き
る
か
。
最

後
の
チ
ャ
ン
ス
だ
と
思
っ
て
い
る
」―
―
。
斉

藤
鉄
夫
環
境
相
は
08
年
11
月
上
旬
、
弊
誌
の
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
で
力
説
し
た
。
こ
こ
ま
で
力
が
入

る
の
は
、
環
境
省
に
と
っ
て
環
境
税
の
導
入
が

こ
こ
数
年
の
悲
願
だ
か
ら
だ
。

ガ
ソ
リ
ン「
暫
定
税
率
」を
衣
替
え
か

　

環
境
省
は
「
排
出
量
取
引
制
度
」
は
何
と
か

始
動
さ
せ
た
が
、
こ
と
「
環
境
税
」
に
つ
い
て

は
連
敗
続
き
だ
っ
た
。
04
年
か
ら
07
年
ま
で
４

年
連
続
で
環
境
税
を
立
法
化
し
よ
う
と
試
み
た

が
、
す
べ
て
失
敗
に
終
わ
っ
て
い
る
。
08
年
も

11
月
19
日
、
環
境
税
案
を
自
民
党
に
提
出
し
た
。

　

合
計
５
回
、
環
境
省
が
提
出
し
た
の
は
欧
州

の
「
炭
素
税
」
に
近
い
内
容
で
、
09
年
度
の
環

境
税
案
は
①
課
税
対
象
は
灯
油
と
L
P
G
、
石

炭
、
重
油
、
天
然
ガ
ス
と
発
電
用
の
化
石
燃
料

②
税
率
は
炭
素
1
㌧
当
た
り
２
４
０
０
円
③
税

収
額
は
３
６
０
０
億
円
で
、
世
帯
当
た
り
年
間

２
０
０
０
円
―
―
な
ど
だ
。

　

だ
が
「
環
境
税
で
幅
広
く
課
税
す
る
と
、
日

本
企
業
の
競
争
力
が
損
な
わ
れ
か
ね
な
い
」
と

主
張
す
る
経
産
省
、「
こ
れ
以
上
の
負
担
増
は

企
業
収
益
を
圧
迫
す
る
」
と
い
う
財
界
を
中
心

に
反
発
は
根
強
く
、
そ
の
た
び
に
立
法
化
を
断

念
し
て
来
た
。
一
時
に
は
省
内
に
環
境
税
へ
の

諦
め
ム
ー
ド
す
ら
漂
っ
た
。

　

そ
れ
が
こ
の
半
年
ほ
ど
で
急
に
熱
が
入
っ
て

き
た
の
は
二
つ
の
追
い
風
が
吹
い
た
か
ら
だ
。

し
て
き
た
「
環
境
税
」
と
は
似
て
非
な
る
も
の

だ
。
炭
素
税
は
化
石
燃
料
に
由
来
す
る
す
べ
て

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
使
用
に
課
税
す
る
も
の
で
、
ガ

ソ
リ
ン
税
は
そ
の
一
部
に
過
ぎ
な
い
。

　

も
と
も
と
同
省
が
提
唱
し
て
き
た「
環
境
税
」

は
ど
う
な
る
の
か
。な
ぜ
欧
州
の
産
業
界
が
環
境

税
を
受
け
入
れ
、な
ぜ
日
本
の
産
業
界
が
こ
こ
ま

で「
環
境
税
」に
反
対
す
る
の
か
。そ
の
理
由
は
下

記
の
通
り
三
つ
の
大
き
な
不
安
が
あ
る
か
ら
だ
。

①
企
業
の
負
担
増
に
対
す
る
不
安　

欧
州
の
多

く
の
国
で
は
、
化
石
燃
料
を
削
減
し
た
企
業
に

対
し
て
炭
素
税
を
減
免
す
る
こ
と
で
、
企
業
の

実
質
負
担
を
大
き
く
減
ら
す
手
法
を
採
用
し
た
。

こ
れ
が
「
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
」
効
果
で
、
温
室

効
果
ガ
ス
の
実
質
的
な
削
減
に
つ
な
が
る
と
期

待
さ
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
社
会
保
険
や
年
金
な
ど
社
会
保
障
に

支
出
す
る
こ
と
で
企
業
や
市
民
の
理
解
を
得
た

国
も
あ
る
。
い
わ
ゆ
る
「
税
収
中
立
」
で
あ
る
。

日
本
の
環
境
省
案
で
は
こ
の
点
が
明
確
で
な
く
、

産
業
界
か
ら
必
要
以
上
の
反
発
を
受
け
て
い
る
。

②
温
暖
化
対
策
の
検
証
に
対
す
る
不
安　

日
本

経
済
団
体
連
合
会（
日
本
経
団
連
）が
主
張
す
る

通
り
、温
暖
化
対
策
が
有
効
に
使
わ
れ
て
い
る
の

か
、そ
も
そ
も
役
所
の
予
算
に
無
駄
は
な
い
の
か
。

こ
の
点
に
つ
い
て
は
産
業
界
の
み
な
ら
ず
、
学
者

や
専
門
家
か
ら
も
疑
問
の
声
が
上
が
っ
て
い
る
。

環
境
省
は
こ
の
疑
問
に
答
え
る
責
任
が
あ
る
。

③
税
制
の
一
貫
性
に
対
す
る
不
安　

環
境
税
は

本
来
、「
グ
リ
ー
ン
税
制
」
と
い
う
大
き
な
枠

組
み
で
決
め
ら
れ
る
べ
き
で
、
個
別
の
税
の
議

論
に
終
始
す
る
と
矮
小
化
さ
れ
、
一
貫
性
を
欠

く
恐
れ
が
あ
る
。
本
来
な
ら
政
府
が
一
丸
と

な
っ
て
議
論
を
進
め
る
の
が
筋
で
あ
る
。

 「
本
格
的
な
環
境
税
を
導
入
す
る
に
は
、あ
と
５

年
は
か
か
る
だ
ろ
う
」と「
環
境・
持
続
社
会
」研

究
セ
ン
タ
ー
の
足
立
治
郎
事
務
局
長
は
予
測
す
る
。

そ
の
上
で
、「
必
要
な
の
は
政
治
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
。与
野
党
が
環
境
に
重
点
を
置
い
た
公
約
で
競

い
合
い
、政
府
は
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
な
ど
で
幅

広
く
国
民
の
意
見
を
聞
く
べ
き
だ
」と
指
摘
す
る
。

　

上
智
大
学
大
学
院
地
球
環
境
学
研
究
科
の
藤

井
良
広
教
授
は
「
税
制
全
体
と
し
て
は
、
特
別

目
的
税
は
少
な
い
ほ
う
が
望
ま
し
い
。
だ
が
、

環
境
配
慮
の
ビ
ジ
ネ
ス
や
個
人
の
生
活
行
動
の

変
革
支
援
に
十
分
な
資
金
が
流
れ
て
い
な
い
現

状
を
前
提
に
す
れ
ば
、
環
境
課
税
と
免
税
と
を

組
み
合
わ
せ
て
、
太
陽
光
や
風
力
な
ど
自
然
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
普
及
を
強
力
に
後
押
し
す
る
『
グ

リ
ー
ン
特
別
会
計
』
を
創
設
す
る
な
ど
の
思
い

切
っ
た
政
策
決
断
が
必
要
だ
ろ
う
」
と
話
す
。

「
環
境
税
に
賛
成
」が「
反
対
」上
回
る

　
国
民
の
意
識
も
変
化
し
て
い
る
。内
閣
府
に
よ

る「
地
球
温
暖
化
対
策
に
関
す
る
世
論
調
査
」で
は
、

環
境
税
に「
賛
成
」と「
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
賛
成
」

と
答
え
た
割
合
は
05
年
７
月
に
は
25
％
だ
っ
た

の
が
、07
年
に
は
40
％
に
増
加
。「
反
対
」「
ど
ち
ら

か
と
い
う
と
反
対
」の
合
計
32
％
を
上
回
っ
た
。

　
産
業
界
で
は
日
本
経
団
連
が
一
貫
し
て「
環
境

税
に
反
対
」と
い
う
姿
勢
だ
が
、
経
済
同
友
会

は
以
前
か
ら
環
境
税
に
前
向
き
の
方
針
を
明
ら

　

一
つ
目
の
風
は
08
年
春
の
「
道
路
特
定
財

源
」。
ガ
ソ
リ
ン
税
暫
定
税
率
の
期
限
切
れ
を

巡
る
混
乱
と
国
会
で
の
論
争
は
記
憶
に
新
し
い
。

ガ
ソ
リ
ン
税
は
揮
発
油
税
と
地
方
道
路
税
か
ら

な
る
が
、
そ
の
う
ち
揮
発
油
税
の
暫
定
税
率
分

24
・
３
円
が
3
月
末
で
期
限
切
れ
に
な
っ
た
。

地
方
道
路
税
の
暫
定
税
率
0.8
円
、
軽
油
引
取
税

の
暫
定
税
率
17
・１
円
も
同
様
だ
。

　

こ
れ
ら
ガ
ソ
リ
ン
税
の
暫
定
税
率
の
一
般
財

源
化
を
当
時
の
福
田
康
夫
内
閣
が
閣
議
決
定
し

た
が
、
具
体
的
に
ど
う
法
制
化
す
る
か
は
、
09

年
度
の
予
算
審
議
で
正
式
に
決
ま
る
。 

　

こ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
に
乗
じ
て
、
環
境
省
は
ガ

ソ
リ
ン
税
の
暫
定
税
率
分
を
「
環
境
税
化
」
し

よ
う
と
し
て
い
る
。
ガ
ソ
リ
ン
税
の
暫
定
税
率

分
は
07
年
度
で
２
兆
７
千
億
円
規
模
。
そ
の
う

ち
の
一
部
で
も
環
境
の
名
目
が
付
け
ば
、
日
本

で
初
め
て
「
環
境
」
の
名
前
が
付
い
た
国
税
が

新
設
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。今
回
提
案
し
た「
環

境
税
（
炭
素
税
）」
も
実
質
期
待
は
せ
ず
、
ガ

ソ
リ
ン
税
の
衣
替
え
で
一
点
突
破
す
る
戦
略
だ
。

　

も
う
一
つ
の
追
い
風
は
そ
の
３
ヵ
月
後
、
08
年

６
月
の
「
福
田
ビ
ジ
ョ
ン
」
だ
。
温
暖
化
対
策

環
境
税
と
は

環境税（environmental tax）の 
一般的な定義は「環境負荷の抑
制と環境保全を目的として課す税」
で、地球温暖化の原因となる二酸
化炭素（ＣＯ₂）の排出について「炭
素税（carbon tax）」を導入した国
が多い。一般的な炭素税は、石油
や石炭、天然ガスに炭素１㌧当た
り換算で課税する。デンマークのよ
うに硫黄税、下水道や廃棄物へ
の課税にも環境税の名称を使う
国もある。税収は自然エネルギーや
省エネ技術など環境対策に充てる
だけではなく、年金や福祉などの目
的に支出する国もある。また、もとも
と環境保全の目的で課税されたも
のではない税を環境対策に充てた
り、負荷に配慮した課税率に変更
したりするなど既存税の「グリーン
化」も広い意味での環境税と呼ぶ。

feature story 1

　温暖化ガスを削減する有効な手段の一
つ「環境税」はフィンランドが90年に導入し、
欧州に拡大した。08年にはカナダと米国の
自治体も導入した。日本では産業界の猛反
対が続くなか、環境省は５年連続で法制化
を目指している。導入にはどのような配慮が
必要なのか、どうすれば反対勢力が納得す
るのか。先進各国の事例も見ながら検証し
てみた。

（編集長・森 摂、サンフランシスコ＝編集委員・形山昌
由、カナダ・バンクーバー＝三島直美、フィンランド＝靴
家さちこ、ベルリン＝たかもと・みさこ、ロンドン＝冨久岡
ナヲ、デンマーク＝ニールセン北村朋子）

環境省の「５度目の挑戦」
環境税は怖くない

「地方税制白書」
2006年度版から
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